
守
山
警
察
署
＝
脇
田
町
＝
講

堂
で
二
月
二
十
八
日
、
管
内
の

中
学
・
高
校
十
五
校
が
参
加
し

て
催
さ
れ
た
「
２
０
０
日
間
自

転
車
無
事
故
無
違
反
・
盗
難
防

止
ラ
リ
ー
」
達
成
校
へ
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。

同
ラ
リ
ー
は
、
自
転
車
に
関

す
る
安
全
利
用
と

防
犯
の
意
識
を
学

校
全
体
で
高
め
て

も
ら
お
う
と
す
る

イ
ベ
ン
ト
。
期
間

は
昨
年
の
六
月
七

日
か
ら
十
二
月
二

十
三
日
ま
で
。
生

徒
の
自
転
車
に
よ

る
人
身
事
故
の
発

生
と
交
通
違
反
が

な
か
っ
た
学
校
、

無
施
錠
で
の
盗
難

被
害
が
な
か
っ
た

学
校
の
二
部
門
を

設
け
た
。

表
彰
式
に
は
達
成
校
関
係
者

や
署
員
ら
十
六
人
が
出
席
。
杉

本
浩
治
署
長
が
代
表
生
徒
へ
表

彰
状
と
盾
を
手
渡
し
た
ほ
か
、

「
受
賞
を
励
み
に
、
安
心
安
全

な
学
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

両
部
門
達
成
校
の
一
つ
、
守

山
西
中
学
校
の
生
活
委
員
長
を

務
め
る
伊
左
治
勇
汰
君
（
二

年
）
は
「
光
栄
な
賞
を
い
た
だ

け
て
う
れ
し
い
。
交
通
ル
ー
ル

を
守
る
な
ど
、
地
域
の
方
々
の

信
頼
を
得
ら
れ
る
学
校
に
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

そ
の
ほ
か
、
区
内
の
達
成
校

は
次
の
通
り
。
▽
総
合
表
彰

（
交
通
・
生
活
安
全
両
部
門
）

＝
守
山
高
校
、
大
森
中
学
校
、

森
孝
中
学
校
▽
交
通
部
門
表
彰

＝
守
山
東
中
学
校

幅
広
い
世
代
に
防
犯
と
交
通

安
全
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
す
る
イ

ベ
ン
ト
が
先
月
五
日
、
森
孝
東

小
学
校
＝
森
孝
東
一
＝
ほ
か
で

催
さ
れ
た
。

同
学
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
と
守
山
署
が
共
催
。

個
々
の
知
識
や
ス
キ
ル
を
高
め

る
こ
と
で
学
区
全
体
の
安
全
意

識
を
高
め
た
い
―
と
の
思
い
で

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
至
っ
た
。

校
庭
に
は
、
大
声
を
出
す
訓

練
を
音
量
測
定
器
で
測
り
な
が

ら
行
う
防
犯
教
室
や
、
自
分
の

掌
し
ょ
う

紋も
ん

を
紙
に
写

す
鑑
識
活
動
体

験
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
コ
ー
ナ

ー
が
登
場
。
ラ

リ
ー
形
式
の
防

犯
ク
イ
ズ
も
同

時
に
催
さ
れ
、

家
族
連
れ
ら
来

場
者
が
順
番
に

巡
っ
た
。

ま
た
、
県
警

の
自
転
車
対
策

小
隊
「
Ｂビ

ー

―

Ｆフ

ォ

ー

ス

ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
」
に
よ
る
自
転
車

安
全
教
室
も
行
わ
れ
、
集
ま
っ

た
人
た
ち
は
興
味
津
々
の
様

子
。
自
転
車
事
故
の
実
演
で

は
、
あ
ま
り
の
迫
力
に
「
え

っ
、
大
丈
夫
？
」
と
心
配
す
る

小
さ
な
子
ど
も
の
声
が
聞
か
れ

区
内
在
住
の
書
家
・
川
本
大だ

い

幽ゆ
う

さ
ん
が
こ
の
ほ
ど
、
書
作
品

「
笑
顔
」
を
上
志
段
味
小
学
校

＝
上
志
段
味
大
塚
＝
へ
寄
贈
。

先
月
二
十
三
日
に
は
同
小
で
、

畑
智
秋
校
長
か
ら
市
長
感
謝
状

が
伝
達
さ
れ
た
。

川
本
さ
ん
主
宰
の
書
道
教
室

は
、
手
書
き
を
大
切
に
し
て
い

る
同
小
の
卒
業
証
書
や
表
彰
状

の
名
前
を
揮き

毫ご
う

。
そ
う
し
た
縁

を
き
っ
か
け
に
、
地
域
貢
献
に

な
れ
ば
の
思
い
か
ら
寄
贈
へ
と

つ
な
が
っ
た
。

川
本
さ
ん
は
打
ち
合
わ
せ
や

構
想
か
ら
始
め
、
学
校
教
育
目

標
「
笑
顔
」
に
合
わ
せ
た
作
品

三
点
を
二
カ
月
以
上
か
け
て
制

作
。
同
小
の
先
生
ら
に
よ
る
投

票
で
一
点
を
選
ん
で
も
ら
お
う

と
し
た
が
決
ま
ら
ず
、
玄
関
と

応
接
室
と
体
育
館
に
そ
れ
ぞ
れ

飾
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中
で
も
、
応
接
室
の
作
品
の

「
笑
」
の
文
字
は
、
に
こ
に
こ

し
た
顔
か
ら
イ
メ
ー
ジ
。
川
本

さ
ん
は
「
書
は
文
化
。
で
も
、

き
れ
い
な
文
字
を
書
く
だ
け
で

は
な
く
、
こ
ん
な
こ
と
も
で
き

る
ん
だ
よ
っ
て
こ
と
を
知
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

川
本
さ
ん
は
一
九
七
四
年
生

ま
れ
、
志
段
味
東
小
と
志
段
味

中
の
卒
業
生
。
書
道
教
室
「
赫か

く

汀て
い

書
院
」
＝
上
志
段
味
深
田
＝

を
主
宰
。
中
日
書
道
展
の
一
科

審
査
員
な
ど
も
務
め
、
二
〇
一

四
年
に
は
書
作
品
「
志

こ
こ
ろ
ざ
し」
を
志

段
味
東
小
へ
贈
っ
て
い
る
。
本

紙
の
題
字
も
作
品
の
一
つ
。

区
内
で
先
月
八
日
に
発
生
し

た
交
通
死
亡
事
故
を
受
け
、
約

五
十
人
で
注
意
喚
起
を
す
る
緊

急
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
先
月
十
日
、
守
山

警
察
署
北
交
差
点
の

西
側
で
行
わ
れ
た
。

大
森
学
区
連
絡
協

議
会
や
守
山
尾
張
旭

交
通
安
全
協
会
の
メ

ン
バ
ー
、
守
山
署
員

や
区
役
所
職
員
ら
が

参
加
。
事
故
発
生
か

ら
間
も
な
い
時
期
に

啓
発
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
交
通
安
全
意

識
を
高
め
る
な
ど
が

狙
い
。

集
合
場
所
の
守
山
署
＝
脇
田

町
＝
駐
車
場
で
は
、
杉
本
浩
治

署
長
が
「
管
内
で
こ
と
し
二
件

た
。そ

の
ほ
か
、
森
孝
東
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
＝
白
山
四
＝

で
は
特
殊
詐
欺
対
策
を
伝
え
る

寸
劇
、
交
通
安
全
啓
発
な
ど
の

講
話
や
替
え
歌
コ
ン
サ
ー
ト
も

開
か
れ
、
地
域
の
高
齢
者
ら
が

楽
し
み
な
が
ら
学
ん
だ
。

消
防
力
の
強
化
に
努
め
る
な

ど
、
成
績
が
特
に
優
秀
な
現
職

の
消
防
士
や
消
防
団
員
ら
へ
贈

ら
れ
る
も
の
。
三
月
七
日
の
消

防
記
念
日
に
ち
な
ん
だ
表
彰
が

毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
本
年
度

は
全
国
で
六
十
四
人
の
消
防
団

員
が
同
章
を
受
け
た
。

川
端
さ
ん
は
一
九
九
七
年
、

近
所
に
住
む
当
時
の
副
団
長
か

ら
声
を
か
け
ら
れ
て
入
団
。
班

長
、
部
長
を
経
て
二
〇
〇
七
年

に
団
長
に
任
命
さ
れ
、
現
在
も

団
体
職
員
と
し
て
の
仕
事
と
の

両
立
を
続
け
て
い
る
。

受
章
に
つ
い
て
「
ま
だ
ま
だ

若
輩
者
。
身
に
余
る
光
栄
」
と

川
端
さ
ん
。
団
の
活
動
で
強
く

〝
守
山
区
の
魅
力
〟
を
広
く

発
信
し
て
い
る
「
守
山
探
検

隊
」
実
行
委
員
会
事
務
局
で

は
、
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

中
。
対
象
は
区
の
自
然
や
歴
史

な
ど
へ
の
関
心
が
あ
り
、
活
動

に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
人
。

同
探
検
隊
は
一
九
九
九
年
、

区
民
を
中
心
に
し
て
結
成
。
二

〇
〇
七
年
か
ら
は
公
募
ス
タ
ッ

フ
と
区
役
所
に
よ

る
実
行
委
員
会
形

式
で
運
営
さ
れ
て

い
る
。
活
動
は

「
ま
ち
あ
る
き
」

イ
ベ
ン
ト
の
企
画

・
運
営
と
、
定
例

会
（
毎
月
第
二
火

曜
、
午
後
一
時
半

か
ら
区
役
所
）
で

の
同
イ
ベ
ン
ト
マ

ッ
プ
制
作
な
ど
。

申
し
込
み
は
区

役
所
三
階
の
地
域

力
推
進
室
で
受
け
付
け
。
区
役

所
ほ
か
で
配
布
中
の
専
用
用
紙

（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
、
「
守
山
探
検

隊
」
で
検
索
）
に
記
入
し
て
応

募
と
な
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
同
探
検
隊
実

行
委
員
会
事
務
局
（
区
役
所
地

域
力
推
進
室
）
＝
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
４
５
２
４
＝
へ
。

記
憶
に
残
っ
て
い
る
出
来
事
は

二
十
年
ほ
ど
前
、
広
報
車
に
乗

っ
て
地
域
を
巡
回
中
、
小
学
生

か
ら
「
部
屋
が
赤
い
」
と
の
通

シ
イ
タ
ケ
の
原
木
栽
培
に
つ

い
て
学
ぶ
催
し
が
二
月
二
十
六

日
、
小
幡
緑
地
西
園
＝
牛
牧
中

山
＝
管
理
棟
で
開
か

れ
、
小
学
生
と
保
護

者
の
ペ
ア
二
十
組
が

シ
イ
タ
ケ
を
育
て
る

原
木
（
ほ
だ
木
）
作

り
を
体
験
し
た
。

園
内
の
剪せ

ん

定て
い

の
際

に
出
た
伐
採
木
を
、

少
し
で
も
有
効
利
用

し
よ
う
と
同
緑
地
管

理
事
務
所
が
主
催
。

コ
ナ
ラ
や
ア
ベ
マ
キ

な
ど
原
木
に
適
し
た

樹
種
を
選
び
、
長
さ

一
㍍
ぐ
ら
い
に
切
っ

て
用
意
し
た
。

催
し
で
は
ま
ず
、
管
理
事
務

所
職
員
が
原
木
へ
の
穴
開
け
か

緊
急
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

区
内
こ
と
し
２
件
目
の
死
亡
事
故
で
注
意
喚
起

シ
イ
タ
ケ
の
原
木
栽
培
を
学
ぶ

小
幡
緑
地
西
園
で
小
学
生
と
保
護
者
ペ
ア

自
転
車
無
事
故
無
違
反・盗
難
防
止
ラ
リ
ー

２
０
０
日
間
達
成
し
た
中
学
・
高
校
を
表
彰

「
守
山
探
検
隊
」ス
タ
ッ
フ
募
集
中

区
の
自
然
や
歴
史
に
関
心
が
あ
る
人
な
ど
対
象

応接室の作品の前で市長感謝状
を手に川本さん（左）と畑校長

区内の史跡や名所を巡る「まちある
き」イベントで活躍する守山探検隊

各校の代表生徒へ杉本署長か
ら表彰状と盾が手渡された

サイン板を使って交通安全を呼びかける参加者ら電気ドリルを使い、植菌のための穴を開ける参加者ら

「功労章」を受章
本地丘消防団の団長 川端さん
消防活動への貢献が認められる

書
作
品「
笑
顔
」を
上
志
段
味
小
へ
寄
贈

区
内
在
住
の
書
家・川
本
大
幽
さ
ん

市
長
感
謝
状
が
畑
校
長
か
ら
伝
達
さ
れ
る

「
功
労
章
」
を
手
に
川
端
さ
ん
（
右
）
と
伝
達
し
た
森
田
署
長

気を付けてね―県警の自転車対策小隊「Ｂ
―Ｆｏｒｃｅ」による安全教室も開かれた

本
地
丘
消
防
団
の
団
長
を
務
め
る
川
端
誠
一
郎
さ
ん


＝

本
地
が
丘
＝
が
こ
の
ほ
ど
、
消
防
庁
長
官
表
彰
で
「
功
労
章
」

を
受
章
。
先
月
十
三
日
、
守
山
消
防
署
＝
西
新
＝
で
森
田
聖
二

署
長
か
ら
伝
達
さ
れ
た
。

報
を
受
け
、
住
宅
火
災
を
初
期

消
火
し
た
こ
と
と
い
う
。

二
〇
一
八
年
か
ら
は
守
山
区

消
防
団
連
合
会
会
長
を
兼
任
。

「
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
は
い
ろ

い
ろ
な
職
業
を
持
っ
て
い
る
。

一
緒
に
話
を
す
る
と
と
て
も
視

野
が
広
が
り
、
そ
れ
は
自
分
の

財
産
」
と
も
話
し
て
い
た
。

目
。
い
ず
れ
も
守
山
区
で
の
発

生
」
と
交
通
死
亡
事
故
の
概
要

を
説
明
。
ま
た
児
玉
透
区
長

は
、
あ
い
さ
つ
で
「
昨
年
は
（
一

年
間
で
）
二
件
だ
っ
た
の
に
、

こ
と
し
は
こ
の
時
期
で
二
件
」

な
ど
と
語
っ
た
。

参
加
者
は
歩
い
て
移
動
し
、

歩
道
の
道
路
側
に
横
並
び
で
整

列
。
署
員
が
吹
く
笛
を
合
図
に

「
ス
ピ
ー
ド
落
と
せ
」
「
交
差

点
注
意
」
と
書
か
れ
た
サ
イ
ン

板
を
掲
げ
、
通
行
中
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
呼
び
か
け
た
。

大
森
学
区
連
絡
協
議
会
の
梅

本
孝
也
会
長
は
「
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
う
こ
と
自
体
が
心
苦
し

い
。
肝
に
銘
じ
て
、
事
故
の
な

い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

防
犯・交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
開
催

大
声
を
出
す
な
ど
の
防
犯
教
室
や
自
転
車
安
全
教
室

ら
植
菌
ま
で
の
手
順
を
説
明
。

参
加
者
ら
は
話
に
耳
を
傾
け
た

後
、
作
業
に
取
り
か
か
り
、
一

人
が
原
木
を
手
で
押
さ
え
て
、

も
う
一
人
が
電
気
ド
リ
ル
を
使

う
な
ど
、
五
㌢
ほ
ど
の
間
隔
で

た
く
さ
ん
の
穴
を
開
け
た
。

ま
た
、
植
菌
棒
と
呼
ば
れ
る

道
具
で
種
菌
を
穴
に
詰
め
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
栓
で
ふ
た

を
し
た
。
作
っ
た
原
木
は
家
に

持
ち
帰
り
、
直
射
日
光
が
あ
ま

り
当
た
ら
な
い
場
所
で
管
理
。

シ
イ
タ
ケ
が
生
え
て
く
る
の
は

一
年
以
上
先
と
の
こ
と
。

祖
父
と
祖
母
、
い
と
こ
と
の

四
人
で
参
加
し
て
い
た
大
和
谷

龍
之
佑
君
（
小
幡
小
二
年
）
は

「
ふ
た
を
入
れ
る
の
が
楽
し
か

っ
た
。
育
っ
た
ら
、
鍋
で
食
べ

た
い
」
と
感
想
を
話
し
、
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
た
。

原木に生えたシイタケ
（当日会場に置かれた見本）

「
え
っ
」
と
驚
い
た
り
、

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ご
家
庭
や
守
山
区
内
で
の
出

来
事
な
ど
、
あ
な
た
が
と
ら

え
た
〝
身
近
な
ス
ク
ー
プ
〟

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
は
メ
ー
ル
、
ま
た
は

郵
送
で
。
メ
ー
ル
は
件
名
に

「
紙
上
写
真
展
」
、
本
文
に

①
住
所
②
氏
名
（
匿
名
希
望

の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
）
③

電
話
番
号
④
写
真
の
説
明
や

コ
メ
ン
ト
を
記
入
の
上
、
写

真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て
＝m-

homenews@gctv.ne.jp

＝

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵
送
は
写
真
（
返
却
は
い

た
し
ま
せ
ん
）
の
ほ
か
、
別

紙
に
①
か
ら
④
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
６

５
、
廿
軒
家

の

、
守
山

ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
紙
上
写

真
展
」
係
へ
。

携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

紙
上
写
真
展
募
集
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